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論文内容の要 旨
日本の民間薬はその開発過程において 2 大別することができる。その一つは漢方医籍が日本に導入
されて以来、それに附された単方が通俗化し漢方的規準によらずに使用されてきたものである。他方
は大和民族古来の伝承および先賢の個人の経験の中から得た知識が集結され淘汰されてきた生薬であ
る。前者は帰化薬物とも言うべき生薬であり「ぎし大黄」・「とくさ」などがある。後者は日本固有の
伝統薬物であり「当薬J ・「うらじろがし」・「うんらん」などがある。
これら日本の民間生薬の品質評価を行なうために基源植物を確認決定すべく生薬学的研究を進めた。
その過程においてこれら市販生薬に混入し混乱するおそれのある日本近隣諸国に産する同類生薬の基源
をも明らかにし整理した。
また、利尿薬・緩下薬として民間的に用いられてきた「うんらん」に関しては、水溶性成分に着目
して植物化学的な研究を行ない 3 種の monoterpene glucoside の構造を明らかにした。これらのう
ちの一種には、緩和な潟下作用が認められた。このことは、これらの成分が「うんらん」の薬効に関
与しているものと考えられる。
第 I 篇生薬学的研究
第 I 章 「ぎし大黄」
「ぎし大黄Jは古くから緩下薬として大黄のかわりに煎服され、また、かゆみを伴なう皮膚病や痔疾
の治療薬として用いられてきた日本の民間薬である。
「ぎし大黄Jの基源植物については従来からタデ科の Rumex 属植物をあてるのが通説となっていた
が、生薬学的な証明はなされていなかった。そこで現在の市場品の四国産「ぎし大黄J の基源を確定
するために、商品と日本に分布する 10種の Rumex 属植物、および和大黄とを比較鏡検した。
Rumex 属植物の組織学的な特徴は次の点である。
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-根・根茎における繊維や石細胞の有無;
・木部機械組織の出現の頻度;
・茎の維管束の発達状態;
Rheum属植物を基源とする和大黄は、根に機械組織の認められないこと;茎に特徴的な内部維管束が
多く存在する点で Rumex 属植物と判別可能で、ある。
この結果「ぎし大黄」は Rumex j aponicus Houtt. と R.obtusifolius L. とを基源とする 2 種が
含まれていることを明らかにし得た。
R. japonicus と R. madio, R. nepalensis および R.obtusifolius と R. nipponjcus とは組織学
的に区別困難で、あるが、植物分類地理学的考察から R. madaio, R. nepalensis , R. nipponicus は商
品に混入する可能性はないと思われる。
Table 1. í ぎし大黄」の内部形態学的特徴
四国産 「ぎし大黄」
判別要素 R. japonicus R. obtusifolius 
皮部繊維・石細胞 + + ネ艮 木部繊維 十 +十
師部繊維 + +十根茎 木部繊維 + +件
第 H 章 「とくさ」
Equisetum 属植物を基源とする生薬を日本では民間的に「とくさ」と称し、その煎液を洗眼薬に用
いたり、婦人病・淋病・下痢の治療に煎服している。
この日本民間薬「とくさ J の基源植物を確定し、あわせて中国産「木賊草」や台湾産「接骨草」な
どの類縁生薬の基源を明らかにする目的で生薬学的研究を行なった。
Equisetum属植物の茎の表皮細胞下には、厚膜組織が認められるが、この組織の発達の程度は種の
鑑別の要素である。内皮の配列様式は地下茎のそれと組み合わせて Equisetum 属植物を内部形態学
的に特徴づける主要な指標となる (Table I 0) 
Table I. Equisetum 属植物の内皮の配列様式
茎 地下茎
E. arvense 外立 佐立
E. debile 自立 自立
E. limosum 自立 自立
E. hyemale 両立 自立
E. ramosissimum var. japonicum 両立 自立
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これらの内部構造上の特徴から、日本産「とくさ」の基源植物は Equisetum hyemale L. である
ことを生薬学的に明らかにし得た。
また、台北市の生薬店で入手した「接骨草」・香港市場の東北省産「木賊草」も E. hyemale の全草
であることを確認した。
台湾の青草店で市販される「接骨草」の内部構造は、台湾に自生する E. debile Roxb. の標本と
よく一致し基源植物を確証できた。
台湾省中部市場の「接骨草」と香港市場の広東省産「接骨草」とはともに同一の Equisetum 属植
物を基源とすることを認めた。台湾および中国南部に分布する Equisetum 属植物は、一括して E.
debile として扱われているが、この種は E. debile より大型の草本であり、内部形態学的に機械組織
・内皮の状態がことなっている。この地方の Equisetum 属植物が分類学的に整理されるまでこの種
に学名を得え得ないが、 E. debile に近縁の植物と思われる。
第田章「当薬」
下当薬」は古くから防虫薬および龍胆・胡黄連の代用として健胃薬に用いられ、また最近では発毛剤
としても用いられる日本国有の民間薬である。
最近日本産「当薬」の代用として朝鮮・台湾・中国から Swertia 属植物が「当薬」として輸入さ
れている。日本産「当薬」の品質管理のためには、これら輸入当薬の基源を明らかにし各個の鑑別方
法を確立することが必要で、ある。
またインドの薬物用法の影響を受けたと考えられるチベットからも Swertia 属植物を基源とする
民族薬物を入手し得たので、これらの生薬の基源植物もあわせて明らかにした。
Swertia属植物の分類の要点は、専・花冠の裂片の数;専裂片基部の維管束の分布状態;花冠基部
にある蜜腺の形状およびその周辺の毛の状態にある。また内部構造的には、葉および茎の表面に沈着
するクチクラの性状 と根の維管束の配列様式に特徴がある。これらの点を指標として鏡検すれば、
「当薬」類の品質管理は可能である。
Table m. Swertia 属植物を基源とする生薬の特徴
専 蜜腺・毛 クチクラの表面
日本産
S. japonica 
5 深裂 2 個先端が膨大する長毛 微突起
当 朝鮮産・中国産
S. p seudochinensis 
5 深裂 2 個小尖起のある長毛 こぶ状突起
台湾産 (A)
薬 S. randaiensis 5 深裂
2 個
先端が突出する長毛 波状突起
台湾産(B) 
S. chirayita 
4 深裂 2 個平滑な長毛 微突起
薬チ Tikta 
fえ、 S. racemosa 
5 浅裂 1 個くし歯状毛 微突起
ツ Gyati 物ト
S. nervosa 
4 深裂 l 個突起の著るしい短毛 微突起
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以上のことから、日本産「当薬」は Swertia japonica Makino を基源とし S. pseudochinensis 
などのうだ雑物は認められなかった。
また各国産輸入「当薬」とチベット薬物の基源植物は Table 田に記したように同定し得た。
第百章 「うらじろがし」
プナ科の Quercus salicina Blume (ウラジロガシ)は、本州・四国・九州に自生する常緑高木で
ある。徳島県地方では本植物の葉や小枝を民間的に内臓諸結石症の治療薬として用いている。
徳島県下で行なった民間薬調査の結果入手した「うらじろがし」と、徳島・大阪・東京市場品「う
らじろがし」の中に同一基源からなるとは思われない商品が発見されたので、それらの基源を確定す
る目的で Quercus 属植物14種の葉と商品「うらじろがし」との比較組織学的研究を行なった。
Quercus 属植物の葉は内部構造上次の特徴にあり識別可能であl る。
・主脈維管束上部の隆起の有無
・主脈髄中の維管束の有無
・下面表皮の星状の束毛の有無
.上面表皮下の下皮の有無
・主脈周辺の葉肉中の異形細胞の有無
Table 町.生薬「うらじろがし」の内部形態学的特徴
生薬「うらじろがし J J 
Q. salicina Q. myrsinaefolia 
主脈部維管束上部 隆起することなくわずか わずかに隆起するかかに凹入する 平担
上面表皮細胞の厚さ
~ 下面表皮細胞の厚さ 1. 5~3 3~5 
主脈周辺部の異形細胞 →十
以上のことから「うらじろがし」は Quercus salicina Blume の葉のほかに Q. myrsinaefolia 
Blume を基源とするもの、および両種の混合したものがあることを確証した。
また Quercus 属植物は髄内維管束という特殊な形態を持つが、この出現過程を Q. dentata の葉
中内を用いて明らかにした。
さらに Quercus 属植物は殻斗の形状により Cyclobalanopsis と Lepidobalanus とに分類されて
いる。しかし葉の内部構造上カシワなどの落葉種は葉の主脈の髄中に維管束が存在し;ウラジロガシ
などの常緑種には存在しな Po このように殻斗の形状による分類のほかに組織学的に落葉種・常緑種
に分類し得ることを明らかにした。
第 E篇植物化学的研究
第 I 章 「うんらんJ
ウンラン Linaria japonica Miq. はわが国の海辺の砂地に生育する多年生草本であり、その全草
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は民間では利尿薬・潟下薬として用いられてきた。
生薬学教室におけるゴマノハグサ科植物成分研究の一環として、ウンランの配糖体成分の研究を行
なった。
ウンランの地上部から 3 種の iridoid glucoside (1 a, n a, il a) を約 5.5%の収率で単離した。
1 a(収率0.6%) ， n a(3 .3%) とその aceta te の physica1 da ta はそれぞれ antirride (1 a) , anｭ
tirrhinoside (n a) の文献値に一致した。
illa は Beilstein test 陽性であり、その acetate (皿 b ， il c) の元素分析から C1 が確認できた。
Iridoid 骨格を想定すると illa の PMR data は harpagide-heptaaceta te (町)のそれと類似する
が、 illb に C7 -2H の signa1 の言志められないことカfことなっている。また田 b. 皿 c の C I， C9 , 
ClO -H の chemi.ca1 shift の上ヒ車交から illb の C8 -OH がアセチルイヒされていないことがわかる o
decoup1ing 実験により帰属できた PMR data を Tab1e V に示した。
Tab1e V. The PMR Data of il b, il c, and N 
(τva1ues in CDC1 3 , J va1ues in Hz) 
il b (60 MHz) il c (100 MHz) 町 (60 MHz) 
C1-H 
h 4.46 (br. s. W 2 =2) h 3.88 (br.s. W?2.5) 3.97 (br.s.) 
C3-H 3.74 (d. J=6.5) 3.73 (d. J=7) 3.62 (d. J=6.5) 
C4-H 4.35 (d.d. J=6. 5,1. 5) 4.36 (d.d. J=7 , 2) 4.48 (d. ー 1ike ， J = 6.5) 
C6-H 4.7-5.4 4.6-5.3 4.5-5.2 
Cマー H (2H) 4.7-5.4 (lH) 4.6-5.3 (lH) 7.3-8.2 (2H) 
Cg-H h 6.59 (br. s. W?4) 
h 
6.35 (br. s. W?=;=4) 6.81 (br. s. ) 
ClO-3H 8. 67 (s.) 8.47 (s.) 8. 48 (s.) 
(br. : broad, s. : sing1et , d. : doub1et , d.d. : doub1e doub1et , d. -like : doub1et 1ike) 
OR 
3 
C1'" , 
。
10 CH3 O-glu (OR)4 
il a : R= R' = H, lina, rioside 
皿 b : R=Ac , R' =H 
ilc : R=R' =Ac 
OH 
KOH/MeOH 
。
O-glu 
n a : antirrhinoside 
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OAc 
HO 7 
。 。
O-glu 
O-glu (OAC)4 
1 a : antirride 町: hepta-O-acetylharpagide 
その構造が田a で示せることは、この chlorohydrin をアルカリ処理して対応する β-epoxide ( n a)
を得たことで確認した。
CI を含む iridoid glucoside が天然から得られたのは今回が最初であり困 a を linarioside と命名
した。
なお、ここで得られた antirrhinoside (n a) には、マウスの潟下試験で緩和な潟下作用が認めら
れた。
〔結論〕
日本民間生薬の品質評価を行なうため基源植物を確認決定すべく生薬学的研究を行ない、 (1)から (4)
に示した結果を得た。
また「うんらん」に関しては、薬効成分との関連から水溶性成分に着目して植物化学的な研究を行
ない、 (5)に示した結果を得た。
(1) 四国産「ぎし大黄」は主として Rumex japonicus Houtt. に基づくものであるが、一部の商品
には R.obutusifolius L. が混入していることを確認した。
(2) 日本産「とくさ」の基源植物は Equisetum hyemale しであることを生薬学的に明らかにした。
また同類生薬の基源を下記のように決定した。
台湾生薬店「接骨草」
香港市場東北省産「木賊草」
台湾青草店「接骨草」
台湾中部産「接骨草」
香港市場広東省産「接骨草J
E. hyemale L. 
E. debile Roxb 
E. sp. 
(3) 日本固有の民間薬である「当薬」は、その内部構造が Swertia japonica Makino に一致するこ
とを確認した。さらに東アジアにおける Swertia 属植物を基源とする生薬類の原植物を次記の如
く確定した。
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朝鮮・中国産「当薬」
台湾産「当薬J (A) 
台湾産「当薬J (B) 
チベット薬物 Tikta
チベット薬物 Gyati
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????sa
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(4) 徳島県下で民間的に内臓結石症に用いられている「うらじろがし」は Quercus salicina Blume 
の葉であることを確証した。
しかし「うらじろがし」の商品の一部には Q. myrsinaefolia Blume の葉に基づくもののあること
を認めた。また両種の混じた商品も市販されていることを確認した。
あわせて日本産 14種の Quercus 属植物を葉の内部構造の特徴を指標として植物分類学的整理を
行なった。
(5) 利尿薬・潟下薬として用いられるウンラン Linaria japonica M iq. から 3 種の iridoid glucoｭ
side を単離しその構造を明らかにした。
OH OH 
。
CIII"“ 。HO 。
O-glu O-glu 
CH3 O-glu 
1 a : antirride I a : antirrhinoside m a : linarioside 
この中 IIa には緩和な潟下効果が認められた。
また皿a は天然から得られたはじめての CI を含む iridoid glucoside であり linarioside と命
名した。
論文の審査結果の要旨
本論文は 4 種の日本民間薬の基源植物を決定し、又ウンランについては化学的研究を行なったもの
である。
1. r ぎし大黄」の市場品と 10種の R山nex 属植物を比較検討し、その基源植物は Rumex japonicus 
Houtt. であり、一部 R. obtusifolius L. が混入していることを明らかにした。
2. r とくさ J は Equisetum hyemale L. が基源植物であることを生薬学的に明らかにした。
3. r当薬」は Swertia japonica Makino に内部構造が一致することを証明した。
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4. í うらじろがし」は Quercus salicina Blume の葉であり、その市場品には Q. myrsinaefoliaｭ
Blume が一部混入していることを明らかにした。
5. í ウンラン J Linaria japonica M iq. を化学的に検討しa.I川J
質 linani臼os司id白e を単離し、その構造を決定し、クロールを含むイリドイド配糖体であることを明ら
かにした。
以上の結果は、薬学博士の学位を授与するに値する内容である。
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